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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
　

＜連絡事項＞

· デイナイトケアスタッフ不足の為、他部署よりスタッフの残業があった場合は、B勤が担当I.O.O

へメールで連絡する。

· クリスマス忘年会の計画書を提出している。

＜外来情報＞

· 大久保　律子様～「リスパダールを服用すると目が上がるような感じがし具合がわるくなる」と

話す。今まで通り服用し、具合が悪い時は副作用の薬を服用するよう指示あり。

· 村田　昭一様～　血圧の変動あるが、このまま様子をみるとのこと。　

· 田澤　勝敏様～　「４日に青山荘延長の手続きをした」と話される。　　　　　　　

· 田名部　一樹様～「家の手伝いをさぼっている」と話される。

· 関　秀治様～　　「早朝覚醒あるが、再入眠出来ている」と報告される。

· 大釜　久直様～　　「１日サロンパスを貼っている」と話されるも、どこが悪いのかは話されない。

· 関口　禅様～　　肩の痛みが続いている事で、主治医へ痛みが引けるまでしばらく掛かるか質問さ

れている。痛みが引けるまで時間がかかることを説明している。
＜利用者様情報・検討＞

· 柳町　信之様～11/7より両下肢、左手首表裏の浮腫引き続きみられている。今後も、引き続き様　　

子観察し、浮腫が良くならない場合は、内科診療を進めていく。

　　　　　　　　　＜記録に記載すること＞

　　　　　　　　　・両下肢、左手首表裏の浮腫の状態確認

　　　　　　　　　・水分量の確認

　　　　　　　　　・体重

· 杉澤　恵子様～水分摂取量が多いために排尿量が多く失禁するのではないかと言うことを本人に

説明している。自分から水分摂取量を減らし、最近は失禁すること少なくなってきている。１５分ごとの尿意から、現在１～２時間の尿意となっている。

　　　　　　　　　失禁予防の体操は来週より行う予定である。体操については本人も了承している。

· 古館　ヨリ様～アパートの電球交換をまだ行っていないとのこと。アパートの大家に依頼すると

話されている。

· 稲垣　ふき様～化粧負けにより眼瞼が炎症をおこしている。本人、気にされ、炎症に手をつけよう

とするので手を触れないように促していく。

· 溝越　キク様～参加したいプログラム（クリスマス会準備や体育館での運動）の為、訪問看護の回

数を少なくしたいと希望あり。服薬の確認の為に訪問看護は必要なことを本人ヘ相談している。本人納得され今まで通りとなっている。

＜食事サービス委員会＞

· 11/7　デイナイトケア料理教室の際、デイナイトケア、ナイトケアの調味量が一緒に来ていた。

· 料理教室の調味料がこぼれていた。ビニール袋に入れず容器に入れて頂くよう検討して頂く。

· 料理教室の調味料がビニール袋に入っている為、何の調味料かわからないことがある。（酒とみりん、油の区別がつきにくい）

· ナイトケアのセレクトで丼物が出ており、皆さん喜んでいた。

· １つ１つに見本がおいてありみやすくなった。

· そば（麺類）の時は、おにぎりやいなり等、腹持ちの良いものをつけてほしいとメンバーから意見があった。

＜青風荘利用者事例検討＞

　○五日市　公様　（６２）　統合失調症

· 11/7  ミーティング中、他メンバーとトラブルあり。その他、普段より他メンバーに対し命令口調や言い方がきついことがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

☆対応

　・見守りし、トラブルがあった時は介入。

　・本人と関わりを密にし、本人の話や訴えをまめに聞いていく。

（青風荘より情報提供）

· 他メンバーから受けた嫌な事をスタッフに話している。スタッフより注意して欲しいと話される。自分からは何も言えないような事を話されるもミーティング中、声を荒立てて言うことがあるが、

周りのメンバーは本人のことを理解しておりトラブルとはあまりならない。

　　☆対応

　　　・その都度対応

　　　・何かあったらスタッフへ相談するよう促している

　　　　→そのことに対し本人は、「言ったら根に持つでしょ」「相談したら、俺への態度が違う（よそよそしくなった）」と話される。

（今後の対応）

・本人、トラブルがあったメンバーをスタッフに伝える事により、スタッフがその方を注意する

よう図っているところがある。何をしたいか意見を本人から話すよう促していく。

・今後も継続して対応し、本人の訴えやトラブル等は記録に記載していく。

○　田中　正士様（６４）　統合失調症　変形性脊椎症

♯歩行不安定による転倒のリスク

1 ・砂利道

・南山苑周辺の坂道（工事で鉄板有り）

・段差、レストランの階段

2 本人の声掛けについて

プライドに配慮して→物事による

（現在）

· B勤１名、残業スタッフ１名、ナイトケア勤務１名の計３名がレストラン、青風荘の送りについている。（デイナイトケアスタッフの不足）

· 利用開始時に比べ、年齢と体力の変化あり転倒の可能性が高くなった

（対応）

☆前提

· 転倒後はスタッフ介入を強く拒否する事が多い。しかしそれを「プライドの高さ」として捉えるだけでは不十分である。本人に年齢に伴う体力の低下、転倒に伴うリスクを説明し、スタッフ介入の必要性を伝えなければならない。

· 本人と面談を行い、転倒があった場合には本人より状況の説明をして頂き、状態の確認をとることを伝える。

☆転倒あった場合

・転倒があった場合、即座に対応出来るようにする。具体的にはどういう状況で転倒したか、どこが痛いのか、立てるか、歩けるか　など声掛けし確認をとる。

・状態確認。バイタル測定可能な場合、バイタル測定を行う。

・関係機関、担当I.O.Oへ報告。

（今後の課題）

・青風荘スタッフからは、転倒するのは仕方がない。転倒後の対応についてデイナイトケアには考えてほしいとの要望ある。転倒したらデイナイトケアが責任を負わなければならない。転倒後よりもいかに転倒させないか、安全確保を考えていかなければならない。その議題について再度検討していく。

＜青風荘からの情報提供＞

○高島　吉太郎様

　夜間、１時間おきに起きて来られ、トイレにふらつきながら行かれている。昼夜逆転傾向であり、

　青風荘で対応困難になって来ている為、今月中に介護認定を受ける予定とのこと。

